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黒毛和種 F1

・十勝圏の肉用牛の生産額は全道１位（全道シェア４５％）。

・走行性・安全性の向上によりドライバ－だけでなく家畜もストレスが軽減され、良質な肉を提供。

・ホクレン十勝家畜市場への上場頭数の増加により、畜産市場を活性化。

③地域の振興③地域の振興 北海道北海道 帯広広尾自動車道 幸福IC～中札内IC ・平成20年11月29日開通帯広広尾自動車道 幸福IC～中札内IC ・平成20年11月29日開通 地域社会地域社会

高規格道路が支える生体牛輸送 ～良質な牛肉の安定供給に向けて～

・生体牛はデリケートであり、ブレーキングの減少により、
ケガのリスクが軽減ケガのリスクが軽減されました。

・市街地回避による安定性・快適性の向上により、
家畜、ドライバ－ともにストレスが軽減家畜、ドライバ－ともにストレスが軽減されました。

（ＪＡ大樹ヒアリング ※幸福IC～中札内IC供用後）

全道に占める肉用牛の生産額

■地域の畜産振興に寄与

※H１8年農林水産現勢

十勝は全道１！

南十勝で生産され
た生体牛は本区間
を通過し、家畜市
場に運ばれる

※H20年JAヒアリング

ホクレン十勝枝肉市場における市場実績

※ホクレン市場成績

※ホクレン市場成績

■位置図

生体牛輸送に寄与

肉質の向上
（A5平均枝肉重量が、

H11年に比べて約10％増）

上場頭数の増加
（H15年に比べて約1.5倍）

ホクレン十勝地区家畜市場における市場実績

生体牛輸送状況

※枝 肉：屠殺(とさつ)して皮,頭部や内臓等を取り除いた状態の骨付き肉
※格 付：生体から取れる枝肉の重量で分ける等級（A～Cの3段階でAが一番良い）と、

肉質（脂の刺しや肉のつや等）の状態で分ける等級（５～１の5段階で５が一
番良い） を組み合わせたもの

※ Ｆ１ : ホルスタイン種と黒毛和種の交雑種

肉用牛の生産額の推移

年々増加傾向
（H15年に比べて約1.4倍）

※各年農林水産現勢


